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　目的　幼児は、身体のプ□/Inーション・上肢の運動機能・･Viヽの働む
るのr＼、幼児服におけ3｢'あき」の徨置･ ;
成人とは遭った土場i｀ら設計さHiことがのnしい、昭和夕/年の本今会総会において、
留め臭の市販晶調査・留めﾀﾄし実験左行い検討左試みたが、今回は、/ 年後の庄助､調査を

行い前回とえ較し、査当と忍われる幼児服の留め具について検討したのI"凛告する。
　方宏　①幼児の留め具の留め外し実験　対象は、昭細夕/年被験ぶ3・ダ･ ^;f男ir匯児

計1隨の中から、／年後のダ･ 5"才男t^児計30名tし、前回と同条憬で、上､衣前あきに

かする留め具（ボ
④調査　幼児の’
行った。
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あき」に関レ　ｊ・千■s:才園'lの父兄/叩知Zlンケートによ3調査左

　結果　のボタV・スナッアの留めに掌した時間は、ﾎ:タフタこで糾祚・λナップぶこで

i秒速くな。た。スナップは、幼児にヒ7 I 、"^めにくいゲ外し々すい顧向びみられた。

②各ホでヲン間・ふｽ､ナップ間の留め外しに要する時間の差はなくなったが、一番上のﾇ､ナ

ッアについては、個人左がみられた、男女間の差は々かった。③幼児の服の創兇の状態は、

T≪ ・ 普段勧ま約ﾀ∂名以上､が自介T町う（通i着･ iぼ着は大人､が手伝う傾洵て゛ある。

④え才ヵヽら之才6ヵnの幼児は, 着友に興味をふしてお') 、5 わヽら３才6 ヵ月になI と

自分でi ト｝ができるiうになS．c3わjボ｀タンに、4 ･ ^わiファスナーに興畝左万、

し、３・4- ･ 5才と仁スナッアは好まfiい孵､fS) がみられた。




